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　　　　　　　　　　　I
　Thomas　Hoccleveが1415年に蜂起したSir　John
Oidcastleに直ちに国王と正統カトリック信仰に復帰
せよと呼び掛けた口調には、愛国者で教会をすでに社
会に見られた不平不満から司祭達や教会制度を擁護す
る態度がみられた。前稿で述べたようにArundel大司
教や宮廷につながる大貴族の指示か要請に基づき沓い
たと推測される。
　彼が当時の正統信仰の支持者であることは間違いな
いであろうが、「ランカスター王朝のほぼ公認の詩人
で国家に関わる事件、行事に際して詩を書き．．．宗教的
テーマを扱った彼の詩は分類や整珪が難しい」①とい
う言にあうと、The　Blessed　Virg董n　Mary（以後
Mary）を主題にした彼の歌をパトロンや偉い人々か
らの依頼で伝統的な枠のなかでの平凡なものとばかり
は言えなくなる。
　用語の定義として、「マリアン・リリック（Marian
ly　ric＝Marienlyrik），マリアン・ポエトリ　（Marian
poetry）」とはキリスト教のイエスの母である聖母マ
リアに関する叙情詩又は詩歌の類とし、「宗教詩
（religious　verse）」はHelen　Gardner②の見解を借用
して、「何か超越的又は上位の力に自分の運命を支配
され、それを啓示とみなして敬い尊び従う精神的又は
道徳的態度を扱う詩歌」とあわせて彼女の’Many
metaphysical　poems　are　poetical　meditations’③の
見解も取り入れた。
　マリア信仰はU～13世紀には全ヨーロッパ中に異常
な広まりをみせた。V．　A．　Kolve④は、信者は心に像
を思い浮かべる能力を伸ばすことができ、思想、人物・
歴史事象をシンボリックに描きだすことができるよう
になり文学と芸術の連係を強めたとEmile　Male，
Erwin　Panofskyも同様に考えていたと説明している。
この事はマリアにつながる事件の中でキリスト教独特
の「受難」「復活」は信者でなくとも、共感でき、才
能ある詩人や芸術家は生産的にパラドックスやドグマ
を利用できたということだ。
　15世紀はJohn　Lydgateを代表として新しい詩の様
式が盛んになりこの文体を真似しなかったが
Hoccleveもマリアについて書いた。ここでも不幸な
ことに師Geoffrey　Chaucerの著作と間違われてしまっ
た。彼とリドゲイトはヘンリー五世の「宮廷詩人」の
サークルの一員であったのが原因であろが、彼のマリ
アン・リリックを見る際には重要な事である。David
Mills⑤が’Hoccleve　is　a　major　exponent　of　the
tradition　of　anti・tradition’と述べているものは彼の
詩の裏を考える必要性を指摘した言（同書pp．88・9）
と同様に洞察力に富んでいると思う。同じようにかれ
の世俗的、保守的の宗教態度を指摘したEva　M．
Thornley⑥はLe　Male　Regle論で゜He　is　primarily　a
religious　and　didactic　poet’も大切な視点である。酷
評されてきた彼のmeterについては、優れた詩行では
中英詩でいつも問題になる゜final。e°が規則正しく発
音され、中英語では第一アクセントがまだ固定してい
ないからチョーサーに劣らずきちんとした韻律で書か
れているというE．G．　Stanley⑦の研究も彼の独自性を
示す最近の成果と思う。
　同じ事柄を語るがかなり違った印象を与える例とし
て20世紀の詩人であるW。H．　Audenの’At　the　Manger
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Mary　sings’（1945）の第三連（op．cit．Helen　Gardner
（ed．｝no．196）をみると；
　Dream．　In　human　dreams　earth　ascends　to
　Heaven／Where　no　one　need　pray　nor　ever　feel
　alone／In　your　first　few　hours　of　life　hereρhave
　you／Chosen　already　what　death　must　be　your
　own？／How　soon　will　you　start　on　the　SorrowfUl
　Way？／Dream　while　you卑ay・、
　貧しい小屋の中の描写、飼い葉桶等の道具立ては何
もなく、母と乳児だけ、死の定めを知って生まれた赤
ん坊への母の、これは優しい語りかけで、出征兵士へ
の言葉としても解釈される。
?
　’Sunset　on　Calvary’はCarleton　Brownの三部作の
ユ3世紀編の冒頭にある13世紀頃のフランス詩からの英
訳と言われているが、中英語で轡かれた宗教詩では優
れたものの一つで多くの研究者が激賞するものであ
る；
have come　together，see，／＿Outside　the　willdow
footsteps　fal1／lnto　the　ordinary　day。．But　through　the
endle s　after　noon／These　neither　speak　nor
movem nt　make／But　stare　into　their　deepning
．tranc ／As　if　th ir　gaze　would　never　break．’きわめ
て日常的の男女の逢い引きの場面設定である、そのな
かで静誰ながらも特殊の神秘的とも言える時間が流れ
る。’was’は神の入間の歴史への一度の登場の事実を
意味したものであろう。
　キリスト教のパラドックスと人知の及ぼぬ信仰の奥
義を説いた’The　Divine　Paradox’（CB　XVI20）は興
味深い；
　Agod　andyetaman？／A　mayde　andyeta
　mother？／Witt　wonders　what　witt　can／Conceave
　this　or　．the　other／A．god，and　can　he　die？／A　dead
　man　can　he　live？／What　witt・can　well　replie
　？／What　reason　reason　9ive？God，truth　itse猛eldoth
　teach　it；／Mans　witt　senckis　too　farr　vnder／By
　reasons　power　to　reach　it／Beleeve　and　leave　to
　wonder　！
Nou　goth　sonne　vnder　wood，－
　　me　reweth，ma践egthi面re　Rode．
Nou　goth　sonne　v1ider　tre，－
　　me　reweth，marle，thi　sone　atid　the．
　沈み行く太陽を背景に森と十字架上のイエスs一とマ
リアの顔一暗示される赤、黒、白一感情を示すのは
哀れ気の毒に思うの’me　reweth’のみである。おな
じ語句のくり返しの押さえた表現で感情をかえって強
烈に表現している。これは信仰とは関係なく理解でき
る。
　マリァにつながる事で分からないものは「受胎告知」
である一キリスト教の最大のパラドックスー西洋の
思想と文化に精通しておられる堀田善衛は「美しきも
の見し人』（新潮文庫、1983）でfこの無理かつ無茶
苦茶な、極端な矛盾と不条理にキリスト教という信伽
の一切がかかっている」（p．331），しかしこれを主題に
した名画のなかのマリアがいろいろな表情やしぐさを
しているのは「人間精神の栄為のいうものの奇怪さ」
〈p．339）をしめしているとある。イギリスの詩人
Edwin　Muir（d．1959）の℃he　Annunciation’｛1956）
〔Helen　Gar｛玉ne〆3，nα185｝に‘ま‘The　angel　and　the　girl
are　meも／Earth　was　the　only　meeting　place．－See，they
　簡潔にして要を得たものである一キリストは人間
か（1）、神は死ぬのか（5）死者が生き返るのか（6）
処女にして母親なんてあるか（2）と人は頭で又は知
識で探るが（10－11）悩むのは止めてしまいの12行が
面白い。人間の歴史の中にキリストを入れ、その言の
真理を軸に体系を作るのであるから無理なものは当然
でてくる。
　この神学のなかで元は聖人だったものが天に登りキ
リストの横に座すようになり、公会議がこれを認定す
るのは異例のことだろう。私にとっては作家や芸術家
が創作の大きな源としたことに価値がある。fイギリ
ス文学上で扱われたマリアン・リリック研究では完壁
なもの」①とJeronie　Mitchelが1968年に書き参照して
いるTheodor　Wolpers②をもとに作家のマリァ物の扱
いを素描してみたい。実はミッチェルの本が出版され
た同年に、この分野でのバイブルともみなされる
Rosemary　Wooif③，　Peter　Dronke④の名著が出版さ
れ、数年後、今中宗教詩の権威者Douglas　Gray⑤が
研究書をだしている。
　Theodor　Wolpersが未刊の博士論文を要約したので
あるが、世紀ごとにラテン語賛歌、フランシスコ派の
影響、ダンテ、フランスの影響による宮廷愛、を視野
にいれて12～15世紀のイギリス詩人を詳しく検討して
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おり、とくにChaucerのABC，　Lydgateのマリア賛歌
が詳しい。参考になるのは、Lydgateに代表される15
世紀の特徴を’die　neuen　religiosen　Sdl　des　15．Jh．’と
して要約したり、各時代の思潮とマリアにつけらる称
号と形容詞（Adjektive　fUr　Maria）を詳しく例示し
ている点である。H6ccleVeについての言及箇所は二
つ（p．44，p．59）で、後者ではかれが’ad　beatam
virgininem’を書いているの評して、チョーサーの真
似（die　Cahucernachahmung）とあるが、彼のマリ
ァ物がチョーサー全集に入れられてのだから当然だろ
うが。HoccleveのMarian　poetryの中身は皿でみると
して、前提としてマリアの生涯の主要な出来事一（1）
「無原罪のお告げ」及び（2）「キリスト降誕」と（3）「受
難」（4）「被昇天」を英詩のなかで見ておきたい。
．　Douglas　Grayは（2）と（3）が’the　most　significant
incidents’（op．cit，p．95）であると言っている。劇的か
つ感情を揺さぶられもので、当時の演劇（mystery
piay）からの影響も大であろうから扱う作品は多い。
（3）については本章の冒頭の詩は代表的なものと思う。
（2）については、文学上の伝統を上手く取り入れ、宮廷
愛の作法も取り入れながらも神学上からも文句のつけ
ようもなく類書で激賞される’The　Maiden　Makeles’
（CB，XV，81）がある；ISyng’of　a　myden　that．　is
makeles／kyng　of　alle　kynges　to　here　sone　che
ches．／he　cam　also　stylle　there　his　moder　was／as
dew　in　aprylle，　that　fallyt　on　the　gras・－moder＆
mayden　was　neuer　non．but　che－／wel　may　swych
alady　godes　moder　be。
　（4）と一緒に世俗詩からの利用が多くなり過ぎると
John　Wyclifのようにマリア賛美に警告を発する者が
出てくる（参照．Gray，op．cit，p．98）。（2）ではすばらしい
発想が出てきた一’felix　culpa’である。原罪故に楽園
を追放された人類は苦痛のみでなく、罪を購う為に死
んだキリストと天の女王であるマリアを得たではない
か楽園でのりんごを食べたお陰であるのだ。’Adam
Iay　y－bounden’（Sisam．no。191）を引用してみる；
Adam　lay　y・bounden，／Bounden　in　a　bond；
／Fourthousand　winter＿And　al　was　for　an　apPel－．Ne
hadde　the　apPel　tak6　been／The　apPel　take　been／Ne
hadde　neuer　our　Lady／A　been　hevene－queen・
／Blessed　be　the　time／That　apPel　take　was！／
Therefore　we　motin　singen　’Deo　Gracias！’
　（3Xま文学、芸術面で生産的なテーマであるし・信仰
でも重視されるのは当然である。ここでは他の所でふ
れた⑥が、興味深いのは「キリストの地獄の征服」で
あろう。ChaucerもHoccleveもマリアを扱う時は「受
難i」関して特に詳しくのべる事はしない。狂的な殉教
者を恐れたのかも知れない。13世紀頃から「フランシ
スコ修道会の僧がキリストの人性を重視し、世俗の歌
謡をとりいれた説教や集会を行い＿愛と死を真剣に考
えるように導いた。」⑦。形式としては、キリストか
らマリア、人間、マリアからキリストく世間の入、ユ
ダヤ人への呼び掛けが多い。1300～1320年代の作らし
いがa、bのうち後者を引用してみる、感傷的な語句
は一切なく視覚のみを利用したものである；’When　it
was　his　naked　brest　and　red　of　blood　his　side／Blod
was　his　faire　neb，his　wunden　depe　and　uide／starke
waren　his／arπ1es　hi・spred　op・en　the　rode；／ln　fif
Stenden　an　his　bodi　stremes　hu’rne　of　blode．
（CB，XIV，1．b．）マリアに関しては、’the　pietガが人間と
して理解しやすい為とかなり死と日常生活で同居して
いる中世の人々に我が身のように感じたのだろう。
　④マリアの被昇天、神格化はFrancis　of　Assiの影響
による点が大きいそうだが、1950年に正式に公会議で
決驚された。世俗の人にとっては、神との仲介者であ
り忠告者で自分の守ってくれるマリア像が大切であっ
た。Chaucer，Hoccleveに見られ様に，マリア信奉者は
賢夫人、良き夫の忠告者となり、中上流階級であるが
「女性の地位を高く評価し、敬うことにつながった。」
⑧さらにマリアが罪入、幼児、老人、病人の守護人や
癒しの人の役割を持つのも人問の母親のイメージを付
与されているからであろう。Benedict　Ward⑨は「臨
終に際してマリアが現われる＿異端裁判に於いても
Mariaにmercyをと唱えられるめが習慣であった。」
15～16世紀になると一般の人と同じように、知識階級
や体制側の人たちにもマリア崇拝が広まったらしい
一　LiHian　Monter⑩によるとウルジー枢機卿もエラス
ムスもOur　Lady　of　Walsinham寺院を訪れた（P．12）
　とのことだ。
　Lillian　Monterが指摘している事で大切なのとは、
マリア崇拝の裏にある悲惨な歴史的事実である一
Jeanne　d’Arcを悪魔つきとみなして処刑にしたパリー
　大学神学部と国王とかスペインではムーア人の居住跡
　（anti・Semitismのため）とユダヤ人を惨殺するか追放
　した跡地にマリア寺院を建立した（同書PP．10－14）。
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?
　Hoccleveは殆どの作品で必ずふれるのは「病気」
（罪のせいで神の罰という中世的考え）、「死への恐怖」
である、現世をデストーピァと考える彼はどんな状態
が理想とみなしたのか、彼のユトーピア観をHow　To
Learn　To　DieのThe／bys　of　Heavenからみると｛1）悲
しみや心配ごとがない（noミon†e　heuynesse）〔詳細
に1．病気、貧困の心配（no　dreede　ofpeuerte　of
maladie）2．貧欲、権力、名誉欲（no　hete　of　couetyse
noon　ambicioun　of　horiour　or　of　power）3．地獄、悪
魔、死’（no　fere　of　he11，develes　no　deeth　of　body　no
soule）］ので静かで落ちついている（aH’in　quiete
and　reste）（2）いつも太陽の光りに輝く平和と歓喜の
都市（that　Citee　of・．the　sonnes・light…pees＆
gladnesse　continuel）3．自由意志、選択の自由がある
（in　ou　r　choys　and　eleccioun．libertee　and　freedam＿）
そしてここに到る方法はキリストの教えに則り道徳的
な生活（’vertue’）であると説教調で終わるが；・彼が
当時の聖俗界の指導者を疑問視していることがわか
る。
　確かにHoccleveは国王を含め自分を厚遇してくれ
る人々、詩人としての彼を応援するバト，ロン達が彼に
求めたか勧めであったかもしれないがマリア物をかな
り書いている。三つに分類してみる；　’”
1．「マリアの奇跡」を扱ったもの・
　The　Minor　PoemsのPart　HのV皿。’The　story　of　the
Monk　who　clad　the　Virgin　by　singing　The　Maria’
であって、彼はこのジャンルはこれだけである。ある
僧の前に袖の無い服をきたマリア（Our　lady，clbthid
in　a　gamement／sleueless）が現れ、　ave　，　mariaを150
回毎日唱えよといわれ7年後、マリアが袖のある姿で
現れた（Our　ladyfreshly　arraied　and　wel）。奇跡物
は民間信仰に多く、依頼者も関心が薄かったのだろう。
Chaucerも知っていたらしい本からのHoccleveの翻案
とのこと。
2．「伝統的なもの」…随所に独自な言葉や仕掛けが
ある；ローマ数字はFurnivalの分類した詩をしめす、
アラビヤ数字は行
　（1）健康と薬のマリア：Otree　of　Iyf（Va－11），　modir
of　lyf　o　cause　of　al　our　welthe／Fynder　of　our
medecyne（va－1～2）病気は神が思うままに与えると
（God．　whan　him　list　may　wole　and　can／helthe
withdrawe　and　send　a－wysht　sickness（Complain　t，
108・9）だから病気は死の付人（dethes　seruant
；M　alady　va　－68）’勿論精神面でも（vn－to’　my　soules
helthe　lthou　me　gye＿Beeth　leches　of　6ur　synfu1’
maladie　X49、・117）私の罪は暴飲暴食である（my
lust　obeied　vn・to　910tonye　ll　49）
　（2慈悲、仲介者としてマリア；予言者ヨハネと共に
伝統的なものである。Betwist　god　and　man　is　she
mediatrice（vr・7）6改’L・する前の自分に対する神を
旧約聖書の神（lord　was　’　sum　’tyme　of　vengeance
Vr　－102）として今の神（is　now　lord　of　mercy＆
s6uffrance　104）則ち新約聖書の神と対比していると
ころが面白い。この世は危険である’（in　this　s！ipir　lyf
atid　perillous　VI・173）ので平和を齎す人で苦しみや争
いを断ち切れる人よ天使達と人間に和解を（＿caus6r
of　pees　slynterer　of　wo’＆stry£．By　thee，lady，y・
Makidis　the・　pees／Betwixt　Angels　and　man．：．　X：
12，78979）o
　（3）マリア物の混ぜ合わせた中のマリア：皿The
Regi’m　en　tof　Princeについている’Pilgrimage　of　the
S6ul’これはフランス語原文の英訳となっているので、
Hoccleveの考えが入っているのか原文どおりなのか
不明であるが彼らしい所もあるので、ユニークな箇所
を列記してみる一巡礼達の中には悪行や愚行をしでか
して者もいる（which　haue　mysgone　and　erred　foily）
と世事批判がみられるし、天使が二組いて巡礼達と一
緒に天国まで行くのと旅館の番頭みたいな口調の天国
内にいるグループ（‘welcome　by　ye　to　owre
companye／＿here　schal　ye　be　with　vs＿and　aftir
Iaoure，　tyrrieE　is　of　quiete．）ルカ伝書き換えがある：告
知天使がマリアではなくてエリザベートに告知してい
たり、11．27の箇所を十字架上のキリストがマリアに
呼び掛けるよになっている。マリアは辛らつにキリス
トを殺した神を責める（haw　fere＆haw　cruel＿thi
sone　hast　to　deth　be・take）、つらいのはわが子が裸で
十字架にかかっていることだ（shamufullY　naked，
streit　upon　this　tree），イエス（Ihesus）が死んだ為
に’工’が無くなったから、MariaでなくてMara（ず
たずたにされたゴミ同様な者）となった。
3．「英文学の伝統的ジャンルを使用した詩のマリア」
　The　Minor．［XVIU］’au　commandement　de　mon
Meistre Robe t　Chichele’と冒頭に説明があるフラ
ンス詩からの翻訳であるが、原文が読めないないので
どこまでがHoccleveらしいのか不明である。中世で
有名な’aMay・mor ing’と’a　chanson　d’aventure’
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の書き方ですすみ、古英語で有名な’The　dream　of
The　Rode’の語句でてきて、改俊を勧めるものであ
る。As　that　I　walkid　in　’the　monthe　of　May／Besyde
agroue　in　a　heuy　mysynge／Floures　dyuerse　I
sy，right　freesh　and　gay／And　briddes　herde　I　eek
lugygly　synge／that　to　myn　herte　yaf　a’confortynge
（14）。Piers　PlowmanC・textをみると’Iwente　forthe
wyde　whare，．By　a　wide　wildern6ss　and　by　a　wode・
sydes／Blisseof　the　brideess　abyde　me　made＿to
slepe（X．61，63，66）。
　In　a　somur　sesoun　whan　softe　was　the　sonne／＿Y
on　a　May　mornyng　on　Malerne　hulles（Prologueユ．6）．
ChaucerではMe　thoghte　thus；that　hyt　was　MayんJ
was幅ked／With　sinale　foules　a　gret　hept（The
Book　of　The　Duchess，291，294），　Certaynly．whan　that
the　month　of　May／ls　comen，and　that　I　here　the
fbules　synge（The　Legend　of　Good　Women．36・38）
1470年頃の宗教詩をみるどAs’Iwent　in　a　myrie
morwenynge／I　herde　a　bird．a　wepe　and　synge（CB．
XV，78）。「十字架の夢」の4－6行目と同じであるホッ
クリープはThynkynge　thus　before　me　1　say／A　crois
depeynted　with　a　fair　ymage．／I　thoughte　I　nas　but
asshes　and　foul　clay／Lyf　passith　as　a　shadwe　in
euery　age＿On　the　crois　was　thy　skyn　in－to　blood
died（68）のようにまずキリストの像が出てきて・
Hoccleveがあまりふれない脇腹に流れる血とうが続
くが、古英詩は眩いほど宝石で飾られた下の方が赤く
染まった十字架が真夜中に空に浮かんでいるのであ
（thuht　methaet　ic　gesawe　syllicre　treow／on　lyft
laedan，　leohte　bewunden／beama　beorhtost…be
goten　mid　golde　4・6）。興味深い記述がある：罪を償
うのは喜捨とか善行なのだが、ホックリープは言葉の
力、詩で行う（by　my　speeche　and　my　sew／l　mighte
him　and　his　modier　to，Plesance　21－2）とマリアが
’「鏡」の役割を演ずるという（For　me，wrecche，torne
thou　nat　thy　face（58）＿mirour，1’vn－tothe　calle（96）。
　Hoccleveの評価はChaucerから切り離すことはでき
ない。Hoccl6veの’The　Complaint　of　the　Virgin’は
Chaucerのan　ABC同様に種本はGuillaume　de
DeguileviUeの’Pelerinage　de　Ia　vie　Humaine’である
が、Chaucerの自由訳は「彼の生涯で遭遇した宗教上
の重大の局面」のせいであるとA．J．　Minnis①が言う
ように、アイロニ，も機智もないきわめておとなしい
伝統に即したものである。此の点ではHoccleveも同
じであるのは、両者とも「当時の高度な神学、思想を
いれたものより大衆の好み、感情を重視」した為とい
う説②がある。
　ホックリープに依頼する人とチョーサーを読む人々
との階級、知識の差があったであろうことは、マリア
の奇跡をあつかったThe　Prioress’s　TaleとThe　Monk
and　The　Sleevless　Virginで自明のことだ。　Lydgate
に代表される15世紀の新文芸様式にポックリープが組
みしなかったのは「本来の個人のもつ宗教感情を無視
した」（3）ものを見い出し、拒否した彼と彼への依頼人
がいたことを示す。
?
　Thomas　Hoccleveは輝かしいGower，Chaucerのよう
な大詩人ではなく、自分の欠陥や私生活を害き、読み
やすいけれどどうも何かを別に言いたい物があるんだ
というような気分になる詩人である。でも現在、45部
もThe Regimentの写本があることから、当時は人気
もさることながら役にたったのだろう。当時は写本は
高く、庶民には手のでないものであった。
　彼が中世において異常なほど人気のあったThe
Ble sed　Virgi 　Maryをどのように扱っているかをみ
たが、称号や形容の語句、比喩、マリアの役割のいつ
れにおいても、伝統的なもので決まった枠の中で省い
ている。面白みがあるのは、フランスの詩人の訳（必
ず依頼また推薦者の存在を記すが）でそこに変化をも
たせ、自分の考えを付け加えたぐらいである。David
Mills①が’He　is　a　social　poet’と書いているが、思索
的、孤高の詩人ではなく、社会の慣例を比較的重視し、
人付き合いもよく、社会の各層の人一国王から庶民階
層まで一の言動をチョーサーのように皮肉をこめなっ
たが冷静に眺めていて、自己の気持ちや感想はある回
路かクッションを通して出したのだろ。だから内容は
個人的印象のようでも一種の公文書であると言える。
　15世紀の社会風潮は世俗の人の信仰をみると分かり
やすい。Advice　to　Sir　John　Oldcastieのなかでふれて
いる「女性でさえ、いまでは君の考えに影響され、聖
香についてとやかく言う始末だ」（Some　wommen
eeke，thogh　hir　wit　be　thynne，／Wole　argumentes
make　in　holy　weit！146・7）一正統信仰に反対するロ
ラード派の運動広まりと一時ロラードの嫌疑で逮捕
されたキリストの生涯をみて自分でそれを真似て実行
するというMargery　Kempeである。ホックリープ自
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身も異端者火刑の法律には恐怖心を持っていただろう
が、聖俗の指導者には世俗の信仰は命取りになる危険
性があった。さらにホックリープはThoma’s
Ebccle　ve否Comp1証撹（1421－2）で（悪い、間違った）
思想、思索の危険性を強調する（thowghe　the　people
take　them　mis＆wrong　283）。
　Hoccleveは原罪論争から発展して男女の優位争い
をThe　Letter　of．　Cupid（1402，でEveはアダムの肋骨
ででき、天国の楽園で造られたのだから楽園の外で土
からできいるアダムより偉い、・かつEve（dure　firste
modier）は神に従わなかった（disobeyed　．she）がこ
れは悪い悪魔（thefend，　our　fo）が彼女を騙した
（deceyved　Eve）のだから、原罪をイヴのせいにする
のは間違いだと［51］～［54］で論を展開している。更に
同害で、宮廷愛の真似する軽桃浮薄な男を既し（IL26・
28）、気変わりするのは男で女は一つのことをちゃん
’と守っている（11．4468）と言う。1bbedience’，℃onstancy’，
’　humbleness’という道徳項目の重視であり、クリス
チャアン・フェミニズムの最高モデルのマリアと同じ
になる。当時の熱狂的なマリア・カルトと一つになる
ことで、国民指導上効果的な宣伝方法だから、正しい
マリア信仰を教える必要の為にホックリープは書かせ
られ又進んで害きたかったのであろう。
　強引な論を裏付けるためには、John　H．　Fisher②の
論文が役立つ。1340年代からイギリスのナショナリズ
ムが高まり、特にHenry　IV，　Henry　V下では英語の母
国語としての地位を高める言語政策を宮廷主導で開始
した。Gower，Chaucer，Hoccleve後にLydgateがメンバ
ーであった。模範はチョーサーで全集の発行が彼の息
子Thomas　Chuacer（高級官僚で貴族待遇）をコーデ
ネーターとしてなされた。
　Hoccleve，LydgateがChaucerを讃美し、敬慕するの
は当然であり、これが彼等の限界でもあるわけである。
HoccleveをThonley③が評したようには受け取りがた
いし、屈折に富んだ人物である。Douglas　Grayが
「時折閃きをみせる才能ある詩人だ＿チョ・・一．サーと違
い自分を裸にしてみせる＿この師から学んでいること
は実に多いが、一から十まで決して真似しはいない」
④が今の所では最も妥当な評価と考える。
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